
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

羽幌町立天売小中学校 学校だより 

学校スローガン 「前進」 自分で進む みんなで進む 一歩一歩歩む天売小中！ 

No.１０  

令和８年１月 

文責 豊崎東洋 

 昨年度末から年始にかけては強い風の日が続き、フェリーが24日間 

のうち15日間も欠航となりました。予定どおりに進まなかった方も多 

かったのではないでしょうか。山形県の飛島では、12月24日から22 

日間連続で船が欠航したとのことです。自然の力には逆らえず、日頃か 

らの備えの大切さを改めて感じさせられるニュースでした。 

さて、今年は丙午（ひのえうま）の年です。丙午は、太陽のように明るい火の力が満ちる年とされ、物事

がはっきりと見え、前へ進む力が強まると言われています。一方で、その勢いの大きさゆえに、立ち止まっ

て考える時間の大切さも教えてくれる年です。子どもたちの成長もまさに同じで、できることが増え、気持

ちが前へ向かう一方、ときには不安や迷いが顔をのぞかせます。その揺れ動く姿こそ、成長の大切な一歩で

す。始業式では、「上手くいったことや思うようにいかなかったことの振り返り、学習の振り返り、生活習

慣の見直し、そして新しい学年に向けた準備を、一つ一つ丁寧に積み重ねていきましょう」と子どもたちに

伝えました。 

教育の面では、2030年の導入を目標に、次期学習指導要領の改訂が進められています。これからの社会

を生きる子どもたちに必要な力を、学校教育としてどのように育んでいくかを改めて見つめ直す機会となっ

ています。次の改訂では、子どもたち一人一人の「好き」を大切にし、その「得意」を伸ばす学びがより重

視される見通しです。興味や関心を起点に学ぶことで、学びが“自分事”となり、意欲や自信につながって

いきます。また、「当事者意識をもって自分の意見を形成し、対話と合意ができる力」を育てることも重要

な柱となります。自分の考えを安心して表現し、友達の思いにも耳を傾けながら、より良い答えを共に探し

ていく、そんな学びの姿が求められています。今後、内容の議論がさらに深まっていきますので、情報収集

を進めるとともに、こうした力を育むための職員研修にも取り組んでまいります。 

「一月行く、二月逃げる、三月去る」という言葉の通り、早くも二月を迎えます。 

これから寒さが一段と厳しくなります。インフルエンザA・Bともに流行しているよ 

うですので、手洗いやうがいなどの予防に努め、子どもたちが毎日元気に登校できる 

よう、ご家庭でのご協力をお願いいたします。あわせて、今学期も学校への温かいご 

支援・ご協力をお願い申し上げます。 

             年末年始と例年よりも降雪量が少なく、実施が危ぶまれましたが、その後

まとまった雪に恵まれ、予定通り２３日に１回目のスキー学習を実施しまし

た。ゲレンデは前日に降った大雪の影響で、子どもたちが自分たちの足で斜面

を踏み固めながらの活動となりました。子どもたちの疲労の様子を見ながら、

初回は1時間で切り上げましたが、それでも5～6回ほど上まで登って滑り

降りることができました。当日は、大西支所長にもご指導いただき、どの子も

確実に上達してきています。 

飛島は、山形県酒田市から39㎞

離れているそうです。天売は、羽

幌町から約30㎞。さらに遠い！ 

こ
の
地
道
な
作
業
が
大
変
！
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を
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１日 日  

２日 月 中学校入学説明会 

３日 火 スキー学習 ＡＬＴ 

４日 水 中学３年学力テスト 

５日 木  

６日 金  

７日 土  

８日 日  

９日 月  

１０日 火  

１１日 水 建国記念の日 

１２日 木  

１３日 金 ＰＴＡ総会 

１４日 土 数学検定 

１５日 日  

１６日 月  

１７日 火  

１８日 水 中学１年学力テスト 

１９日 木 委員会 ＡＬＴ 

２０日 金  

２１日 土  

２２日 日  

２３日 月 天皇誕生日 

２４日 火  

２５日 水  

２６日 木  

２７日 金 ＡＬＴ 

２８日 土  

 

 

 書き初めは、新年 

で初めて筆で文字を 

書く日本の伝統行事 

です。その年の目標 

や抱負、健康・幸福 

を願う言葉書き、一 

年の始まりに気持ちを引き締め、書の上達を祈る意味も

込められています。本校では「書き初めの会」を実施し

ていましたが、子どもたちの減少などにより、今年は、

半紙の大きさを三枚判にし、小学生と中学生に分けて

21日に実施しました。小学六年生は「一往直前」中学一

年生は「新たな決意」「伝統文化」、中学三年生は、「友好

の精神」を選んで書きました。子どもたちは、１枚書く

ごとに「うまく書けたところ」や 

「次書くときに気を付けたいところ」 

を確認し、何度も繰り返し取り組ん 

でいました。それぞれが新しい一年 

への思いを込めて真剣に筆を運ぶ姿 

が印象的でした。 

 

 初めは、校長室が校舎の端にあるため、子どもたちに

とって少し近寄りがたい感じがあったので、「もっと気軽

に校長室に足を運んでもらえたら」と思ったことが始め

るきっかけでした。マッチ棒計算や難読漢字、間違え探

しなど、脳のトレーニングになるような問題を週替わり

で作成し、家庭科室前の廊下に掲示してきました。始め

た当初は、「校長先生、分かりました。」と校長室に答え

を伝えに来てくれていた子どもたちもいましたが、やは

り敷居が高いのか次第に足が遠のいていきました。それ

でも、掲示した問題を立ち止まって考えている子どもた

ちの姿はよく見られます。当初の目的とは違いますが、

ひらめきや思考の楽しさが育つよう、今も続けています。 

書き初め  

 

・２月１３日のＰＴＡ総会の時に次年度の学

校給食の運営に関わって、羽幌町給食セン

ターからの話があります。来校する予定で

すが、フェリーの運航状況によっては、オン

ラインでの説明になります。 

今週の問題。マッチ棒１本を動かして正しい式にしよう！ 


